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広域路線バス（赤磐・美作線）

★時刻・路線の変更
　４月１日から、ドイツの森への乗り入れ、美作市役所への延伸を行います。
　それに伴い、時刻の変更（赤字箇所）をしています。

主なバス停 新道穂崎 町苅田 ドイツの森 周匝上 湯郷温泉下 林野駅 美作市役所

林野駅
方面行

（平日）

7:45 8:01 = 8:30 8:50 8:58 9:05

10:05 10:22 10:40 10:57 （周匝上止）

11:51 12:06 12:23 12:43 13:01 13:09 13:16

15:05 15:20 = 15:51 （周匝上止）

15:47 16:02 = 16:36 16:54 17:01 17:08

19:10 19:23 = 19:55 （周匝上止）

主なバス停 美作市役所 林野駅 湯郷温泉下 周匝上 ドイツの森 町苅田 新道穂崎

新道穂崎
方面行

（平日）

（周匝上発） 6:40 = 7:15 7:31

（周匝上発） 9:05 = 9:39 9:55

9:41 9:48 9:55 10:12 = 10:47 11:03

13:53 14:00 14:07 14:24 14:47 15:05 15:20

17:23 17:30 17:38 17:55 18:18 18:36 18:51

主なバス停 新道穂崎 町苅田 ドイツの森 周匝上 湯郷温泉下 林野駅 美作市役所

林野駅
方面行

（土曜・休日）

7:55 8:11 8:25 8:45 9:05 9:13 9:20

11:51 12:06 12:23 12:43 13:01 13:09 13:16

15:47 16:02 = 16:36 16:54 17:01 17:08

19:10 19:23 = 19:55 （周匝上止）

主なバス停 美作市役所 林野駅 湯郷温泉下 周匝上 ドイツの森 町苅田 新道穂崎

新道穂崎
方面行

（土曜・休日）

9:41 9:48 9:55 10:12 = 10:47 11:03

13:53 14:00 14:07 14:24 14:47 15:05 15:20

17:23 17:30 17:38 17:55 18:18 18:36 18:51

詳しくは市ホームぺージを
ご確認ください。
（赤磐・美作線）

BUS
令和7年4月1日から
市民バス・広域路線バスが
一部変わります。 ㉄政策推進課政策企画班

☎955-2692

広報あかいわ（令和7年4月号） 2



市民バス（熊山地域）

★路線・運行形態の変更
• 石蓮寺線は廃止、小野田線、豊田・熊山線※1は朝1便夕方1便のみ運行します。
その他の時間帯は、デマンド型市民バス（9:00〜17：00）をご利用ください。
• 松木・下市線は熊山駅へ乗り入れます。
※1…小野田線、豊田・熊山線は一部ルートを変更して運行します。

デマンド型市民バス（赤坂地域・吉井地域）

★利用方法・料金の変更
〈赤坂地域・吉井地域共通〉
• 電話予約に加え、アプリからウェブ予約も可能となります。
アプリでの予約の方法は、市ホームページからご確認ください。
• 料金を下記のとおり変更します。
　なお、定期券、一日乗車券は廃止しますが、引き続き回数乗車券はご利用できます。

料　金　表
一　　般 400円
ウェブ予約 300円

小学生以下の子ども
障がい者※1とその付添者（1人まで）

65歳以上※2の人
上記の半額

保護者同伴の乳幼児 無料
※1…乗車時に身体障害者手帳を提示してください。
※2…乗車時にハレカハーフ、マイナンバーカード、運転免許証などを提示してください。

〈吉井地域のみ〉
• 運行区域、運行日を変更しています。図と表をご確認ください。
• 運行時間は決まった時間での運行ではなく、午前８時から午後5時まで運行します。
• 予約方法は２種類あります。
①�電話予約…出発希望時間の２時間前までに必ずご予約ください。ただし、午前８時から１０時に利用
する場合は前日の午後５時までにご予約ください。

②ウェブ予約…２４時間受付可能ですが、出発希望時間の２時間前までにご予約ください。

路　線 運行日
是里線 月・木
滝山線 火・金
中山線 月・木
河原屋線 火・金
周匝線 水

西勢実・中勢実線 火・水・金
暮田・平山線 月・木

運
行
区
域
図

詳しくは
市ホームぺージを
ご確認ください。

（市民バス・デマンド型市民バス）

広報あかいわ（令和7年4月号）3



　

２
月
８
日
、
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
、第
26
回
朗
読
会
「
永
瀬

清
子
の
詩
の
世
界
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
朗
読
会
は
、
赤
坂
グ

リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
混

声
合
唱
組
曲
「
美
し
い
三
人
の
姉
妹
」

（
作
編
曲
・
髙
原
景
介
）
の
合
唱
、
柳

瀬
美
智
子
さ
ん
の「
唇
の
釘
」の
朗
読

で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

会
の
始
ま
り
に
は
、
永
瀬
清
子
と

親
交
が
深
く
、
昨
年
11
月
に
亡
く
な

ら
れ
た
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
に
敬
意
を

表
し
、
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
22
回
永
瀬
清
子
賞
表
彰

式
で
は
、
入
賞
し
た
岡
山
県
内
の
小

中
学
生
15
人
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
優
秀
賞
受
賞
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
を
朗
読
し
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
選
考
委

員
の
重
光
は
る
み
さ
ん
か
ら
は
、
受

賞
者
た
ち
へ
向
け
た
励
ま
し
の
言
葉

が
贈
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ

の
期
待
が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
日
本
近
代
文
学
研
究
者

で
文
芸
評
論
家
の
尾
形
明
子
さ
ん
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
劇
作

家
・
長
谷
川
時
雨
の
人
物
像
や
永
瀬

清
子
の
詩「
夏
」に
驚
い
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
永
瀬
清
子
が
書
い
た
長
谷
川
時

雨
へ
の
追
悼
詩
「
哀
傷
歌
」
に
つ
い

て
、
林
芙
美
子
や
松
田
解と

き
こ子
な
ど
同

時
代
の
女
性
文
学
者
と
の
交
流
に
つ

い
て
紹
介
。
最
後
に
、最
晩
年
の
永
瀬

清
子
と
岡
山
市
で
会
っ
た
思
い
出
も

語
り
ま
し
た
。

　

没
後
30
年
の
節
目
と
な
っ
た
会
で

は
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

永
瀬
清
子
の
詩
や
文
学
に
新
た
な
発

見
を
し
、
女
性
文
学
者
た
ち
の
交
流

や
思
い
出
に
心
を
は
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ

の
希
望
と
と
も
に
、
永
瀬
清
子
の
詩

が
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
々
の
心
に

響
き
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

永瀬清子プロフィール／詩人（1906年～1995年）
現在の赤磐市松木に生まれる。生涯現役の詩人を貫いた現代詩の母。
みずみずしい言葉で自然や生活をうたった。詩集に『グレンデルの母親』

（第1詩集）、『美しい国』、『春になればうぐいすと同じに』、短章集『流れ
る髪』、随筆集『光っている窓』、絵本『ひでちゃんのにっき』、最新刊に谷
川俊太郎選『永瀬清子詩集』（岩波文庫）など多数。第１回岡山県文化賞、
第19回三木記念賞、詩集『あけがたにくる人よ』により地球賞、ミセス現
代詩女流賞など多数受賞。日本現代詩人会物故名誉会員。

第
26
回
朗
読
会

永
瀬
清
子
の

詩
の
世
界

「美しい三人の姉妹」を合唱する
赤坂グリーンヒルズの皆さん

広報あかいわ（令和7年4月号） 4



1 優秀賞受賞者が受賞作品を朗読
（小学校下学年の部）  2 賞状を
授与される受賞者（中学生の部優
秀賞）  3 詩「唇の釘」を朗読する
柳瀬美智子さん 4 講演する尾形
明子さん 5 励ましの言葉を贈る選
考委員の重光はるみさんと朗読す
る受賞者（小学校上学年の部優秀
賞） 6 小学校上学年の部受賞者 
7 小学校下学年の部受賞者 8 中
学生の部受賞者 9 司会を務める
森田恵子さん ⓾ 詩の世界を楽し
む参加者

哀
傷
歌

私
は
一
心
に
走
つ
て
行
つ
た
が

そ
こ
へ
着
い
た
時
か
の
人
は
も
う
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。

わ
づ
か
に
昇
天
の
輝
や
く
蹠
が
み
え
た
ば
か
り
。

か
の
人
は
一
枚
の
写
真
に
な
つ
て
し
ま
は
れ
た
。

も
し
白
い
鳥
に
化な

ら
れ
た
の
だ
つ
た
ら

私
は
い
づ
こ
の
果
ま
で
も
追
ふ
た
で
あ
ら
う
に
。

女
々
し
い
わ
が
哭
き
声
を
す
で
に
み
え
な
い
所
か
ら

か
の
人
は
う
な
づ
き
叱
つ
て
ゐ
ら
れ
る
の
だ
。

か
の
人
は
肉
身
の
子
を
持
た
れ
ず

し
か
し
私
は
い
と
け
な
い
か
の
人
の
娘
の
一
人
で
あ
つ
た
。

あ
ゝ
私
は
魂
を
ゆ
す
り
足
ず
り
し
て
か
な
し
む
。

か
の
人
を
喜
ば
す
こ
と
少
な
か
つ
た
の
を

そ
の
上
甘
え
足
り
な
か
つ
た
の
を
。

私
は
も
つ
と

く
我
ま
ゝ
で
あ
つ
て
よ
か
つ
た
の
だ
。

も
つ
と
そ
の
乳
を
む
さ
ぼ
つ
て
よ
か
つ
た
の
だ
。

か
の
人
は
私
の
ど
ん
な
小
さ
な
願
ひ
を
も
聴
き
い
れ
て
下
す
つ
た
。

だ
の
に
私
は
沢
山
の
大
き
な
願
ひ
は
か
く
し
て
を
い
た
。

何
事
も
か
の
人
は
か
な
へ
て
下
さ
れ
る
と
た
の
し
ん
で
。

最
後
に
一
ツ
だ
け
望
ん
で
よ
い
の
だ
つ
た
ら

「
も
つ
と

く
生
き
て
ゐ
て
下
さ
い
」
と

せ
い
一
杯
に
叫
ん
だ
だ
ら
う
に
。

そ
れ
を
叫
ぶ
ひ
ま
も
な
い
う
ち
に

か
の
人
は
昇
天
し
て
し
ま
は
れ
た
。

け
れ
ど
も
私
は
知
つ
て
ゐ
る

一
粒
の
麦
地
に
落
ち
て

数
千
の
姉
妹
の
心
に
か
の
人
の
魂
が
燃
え
る
な
ら

か
の
人
は
天
に
う
な
づ
き
ほ
ゝ
ゑ
ま
れ
る
こ
と
を
。

こ
の
か
つ
て
な
き
苦
難
の
時
期
に

か
の
人
の
な
さ
れ
た
ご
と
く
身
を
起
こ
さ
う
。

そ
れ
を
誓
つ
て
天
に
む
か
つ
て
叫
ば
う

あ
ゝ
母
よ

母
よ
と
。

　
　
　
反
歌
一
首

波
風
の
荒
る
ゝ
舳
に
た
ゝ
せ
し
を

船
路
の
か
ぎ
り
あ
ほ
ぐ
日
又
な
し

　
（『
輝
ク
』
第
九
年
第
九
号　

一
九
四
一
年
九
月
十
七
日
）

1234

67

5

10

永 瀬 清 子 の 詩 の 世 界

8

9

●問い合わせ先／教育委員会熊山分室 ☎９9５-1360

「第22回永瀬清子賞」 受賞者
賞 小学校下学年の部 小学校上学年の部 中学生の部

優秀賞 楢󠄀原　煌彪 磐梨小学校 1 年 竹川　　遙 山陽北小学校 4年 蟻義　啓太 瀬戸内市立邑久中学校 3 年

佳　作
松田　　鈴 山陽小学校 2 年 越智　彩水 山陽東小学校 4 年 児玉倖太朗 岡山市立京山中学校 1 年
光森　大智 山陽北小学校 3 年 戸川　義隆 笹岡小学校 5 年 弘保　玲旺 瀬戸内市立邑久中学校 3 年

奨励賞
西山　陽稀 城南小学校 1 年 水内　彩椰 笹岡小学校 4 年 黒住　乙葉 金 光 学 園 中 学 校 2 年
黒住つかさ 磐梨小学校 3 年 中嶋　咲月 山陽東小学校 6 年 髙橋　光慈 金 光 学 園 中 学 校 3 年

広報あかいわ（令和7年4月号）5



令和６年度住民税非課税世帯に
支援給付金を支給します

　電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を踏まえ、令和６年度
住民税非課税世帯に対し支援するための給付金です。

    �▶�対象：基準日（令和６年１２月１３日）に赤磐市に住民登録があり、令和６年度に住民税非課税と
なった世帯。

    �▶�申請方法：対象世帯には「確認書」を２月上旬に送付しました。口座情報などを記載の上、返送
してください。

　　※�令和６年１月２日以降に赤磐市に転入した人のいる世帯、住民税の修正申告などをされて対象となった世帯な
どは、申請が必要です。

　▶�対象：①の給付金の対象世帯のうち、18歳以下の児童を扶養している世帯（平成18年４月２日
生まれ以降の児童）。

　▶���申請方法：①の申請情報を基に追加支給しますので、申請は不要です。
　　※�令和6年12月13日以降（令和７年5月30日まで）に生まれた新生児がいる世帯、別居している児童を扶養し

ている世帯、ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）などにより（住民登録せずに）赤磐市に避難している世帯な
どは、申請が必要です。

■申請期限／５月３0日㈮ 〈当日消印有効〉

■問い合わせ先／臨時特別給付金ダイヤル ☎９５５-１２６７
　　　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５時）

令和６年度住民税非課税世帯に対する
支援給付金のご案内

①住民税非課税世帯への給付金（3万円／世帯）

②こども加算（2万円／人）

◎給付金をかたった詐欺にご注意ください！
•�「個人情報」「通帳、キャッシュカード」「暗証番号」の詐欺に
ご注意ください！
• �市や国、内閣府などが現金自動支払機（ATM）の操作をお
願いすることは、絶対にありません。
• �市や国、内閣府などが給付のために、手数料の振り込みを
求めることは、絶対にありません。

広報あかいわ（令和7年4月号） 6



　

岡
山
ゆ
か
り
の
詩
人
の
詩
を

鑑
賞
と
朗
読
で
味
わ
い
ま
す
。

永
瀬
清
子
の
詩
も
紹
介
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
原
則
毎
月
１
回
（
第

２
金
曜
日
）、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
※
初
回
は
５

月
９
日
、
全
10
回
開
催
）

■ 

場
所
／
熊
山
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み 

２
階

■ 

講
師
／
斎
藤
恵
子
（
詩
人
）

ほ
か

■ 

対
象
／
一
般

■ 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

■ 

申
込
開
始
日
／
４
月
１
日
㈫

■ 

参
加
費
／
年
額
千
円
（
別
途

実
費
負
担
）

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
熊
山
分
室

　
ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ア
ダ
プ
ト
と
は

英
語
で
「
養
子
に
す
る
」
と
い

う
意
味
で
、
ア
ダ
プ
ト
活
動
は

道
路
な
ど
の
公
共
物
を
養
子
に

み
た
て
、
清
掃
活
動
な
ど
を
通

し
て
「
わ
が
子
の
よ
う
に
」
世

話
を
す
る
活
動
で
す
。
市
で
は
、

ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体
へ
活
動
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
は
地
域
の
環
境
美
化
意
識

の
向
上
と
ポ
イ
捨
て
防
止
な
ど

の
モ
ラ
ル
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体
登
録
を

し
て
地
域
や
職
場
の
仲
間
と
き

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
環
境

課
、
各
支
所
市
民
生
活
課
市

民
生
活
班

募　
　

集

　

岡
山
市
と
協
働
で
、
春
の
自

然
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
す
。
み
ん
な
に
知
っ
て
ほ

し
い
春
の
自
然
に
関
す
る
写
真

を
期
間
中
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
入
賞

者
に
は
入
賞
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

■ 

募
集
期
間
／
３
月
26
日
㈬
〜

５
月
23
日
㈮

■ 

テ
ー
マ
／
み
ん
な
に
知
っ
て

ほ
し
い
！
岡
山
市
と
赤
磐
市

の
春
の
自
然

■ 
参
加
方
法

① 
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
「@

iikam
o_biodiversity

」

を
フ
ォ
ロ
ー

②  

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
写
真
を
撮
影

③ 

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃
み
ん
な

に
知
っ
て
ほ
し
い
春
の
自
然
」

を
付
け
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に

「
撮
影
場
所
」
を
書
い
て
投
稿

※ 

密
猟
・
盗
掘
の
観
点
か
ら
、

被
写
体
が
希
少
種
の
場
合
は
、

具
体
的
な
場
所
を
示
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

■ 

応
募
作
品
・
参
加
資
格

・ 

撮
影
者
は
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ

ア
を
問
い
ま
せ
ん
。

・  

過
去
に
撮
影
し
た
写
真
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

・  

一
人
で
何
点
で
も
応
募
で
き
ま

す
。（
入
賞
は
一
人
１
点
ま
で
）

※ 

そ
の
他
応
募
に
関
す
る
注
意

事
項
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■ 

入
賞
賞
品
／
ギ
フ
ト
券
３
千

円
分

■ 

入
賞
者
数
／
10
人

■ 

入
賞
発
表
／
入
賞
者
に
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
の
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
環
境
課

現
代
詩
講
座

「
詩
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

�情報ボックス内でお知らせする市役所関係の
電話番号は下記のとおりです。（市外局番086）

■本庁代表………………………☎955-1111
▷くらし安全課…………………☎955-2650
▷税務課資産税班………………☎955-0952
▷市民課市民サービス班………☎955-1112
▷市民課国保年金班……………☎955-1113
▷協働推進課……………………☎955-1114
▷環境課…………………………☎955-5347
▷社会福祉課……………………☎955-1115
▷子育て支援課…………………☎955-2635
▷健康増進課……………………☎955-1117
▷介護保険課介護保険班………☎955-1116
▷介護保険課地域支援班………☎955-1460
▷上下水道課下水道班…………☎955-2942
■赤坂支所代表…………………☎957-2222
▷市民生活課市民生活班………☎957-2226
▷市民生活課健康福祉班………☎957-4822
■熊山支所代表…………………☎995-1211
▷市民生活課市民生活班………☎995-1214
▷市民生活課健康福祉班………☎995-1293
■吉井支所代表…………………☎954-1111
▷市民生活課市民生活班………☎954-1183
▷市民生活課健康福祉班………☎954-1374
■教育委員会
▷教育総務課……………………☎955-6807
▷熊山分室…………………… ☎995-1360
■消防本部………………………☎955-2244
▷警防課救急係…………………☎955-2254
※防災行政無線放送聞き直し
　（自動応答装置）……………☎955-1390

 〈市広報ラジオ番組〉
レディオモモ  FM79.0ＭＨｚ
▶「元気です。あかいわ」
　毎月第 1金曜日
　午前8時30分～ 約5分間

�※仮移転後も電話番号の変更はありません。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

い
い
か
も
！
岡
山
市
＆
赤
磐
市
の
自
然
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
25
春

（
岡
山
連
携
中
枢
都
市
圏
協
働
企
画
）
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅

を
広
げ
、聴
覚
障
害
者
の
手
助
け

に
も
な
る
、手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
の
基
礎
課
程
を
開
講
し
ま
す
。

手
話
に
関
心
の
あ
る
人
や
勉
強

し
て
み
た
い
人
は
、ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
講
座
は
、入
門
編
を
受
講

し
た
人
向
け
で
す
。

■  

日
時
／
５
月
22
日
㈭
開
講

　

 

毎
週
木
曜
日（
毎
月
第
３
木
曜

日
は
除
く
）午
後
７
時
〜
９
時

■ 

場
所
／
山
陽
公
民
館 

講
座
・

視
聴
覚
室

■ 

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
の
人

■ 

内
容
／
手
話
を
学
び
た
い
人

向
け
の
講
座

■ 

定
員
／ 

20
人
（
先
着
順
）

※ 

定
員
を
超
え
る
場
合
は
、初
め

て
の
人
を
優
先

■ 

受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担
）

■ 

申
込
方
法
／
社
会
福
祉
課
窓

口
で
申
請
書
を
ご
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
期
限
／
５
月
９
日
㈮

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
社
会

福
祉
課

　

消
防
本
部
・
消
防
署
で
は
、

定
期
的
に
救
急
講
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■  

日
時
／
４
月
27
日
㈰ 

午
前
９

時
〜
正
午

■ 

場
所
／
消
防
本
部 

会
議
室

■ 

対
象
／
一
般

■ 

定
員
／
10
人
程
度

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 
申
込
期
限
／
４
月
15
日
㈫

■ 
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防
本

部
警
防
課
救
急
係

　

市
内
の
創
業
し
て
間
も
な
い

人
、青
色
申
告
特
別
控
除
65
万
円

の
帳
簿
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

人
向
け
に
、確
定
申
告
の
仕
組
み

や
帳
簿
の
つ
け
方
を
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。

■  

日
時
／
４
月
25
日
㈮

・ 

昼
の
部
…
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

・ 

夜
の
部
…
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

※ 

ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
で
す
。

■ 

講
師
／
赤
磐
商
工
会
ス
タ
ッ
フ

■ 

場
所
／
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
）
ま
た
は
赤
磐
商
工
会

に
つ
い
て
の
閲
覧
も
で
き
ま

す
の
で
、ご
自
分
の
資
産
の
状

況
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。閲

覧
で
き
る
の
は
固
定
資
産
の

所
有
者
、
納
税
管
理
人
、
閲
覧

の
委
任
を
受
け
た
人（
法
人
の

場
合
は
、そ
の
資
産
を
管
理
す

る
職
に
あ
る
人
や
閲
覧
の
委

任
を
受
け
た
人
）で
す
。
ご
自

分
の
借
地
、借
家
物
件
に
つ
い

て
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
な
お
、

縦
覧
期
間
以
外（
６
月
３
日
以

降
）は
閲
覧
手
数
料
３
０
０
円

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■ 

令
和
７
年
度
の
固
定
資
産
税
納
期
限

・ 

第
１
期
…
６
月
２
日
㈪

・ 

第
２
期
…
７
月
31
日
㈭

・ 

第
３
期
…
９
月
30
日
㈫

・ 

第
４
期
…
12
月
１
日
㈪

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
課
資

産
税
班

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

本
部
・
各
支
所

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
し
込
み
先
／
赤

磐
商
工
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

■ 

個
別
相
談
会
／
セ
ミ
ナ
ー
受

講
者
で
参
加
を
希
望
す
る
人

の
み
日
程
を
調
整
し
、後
日
開

催
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・  

赤
磐
商
工
会

　
☎（
９
５
５
）０
１
４
４

■ 

縦
覧
／
令
和
７
年
度
の
固
定

資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。縦
覧
で

き
る
の
は
固
定
資
産
税
の
納

税
義
務
者
で
、市
内
の
固
定
資

産
評
価
額
を
縦
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・  

縦
覧
期
間
…
４
月
１
日
㈫
〜

６
月
２
日
㈪

・  

縦
覧
場
所
…
税
務
課
、各
支
所

市
民
生
活
課

■ 

閲
覧
／
ご
本
人
の
課
税
台
帳

楽
し
い
手
話
講
座
に
参
加
し
ま

せ
ん
か（
基
礎
課
程
全
21
回
）

「
個
人
事
業
主
向
け
」帳
簿
の

つ
け
方
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

救
命
処
置
の
知
識
と
技
術
を
！

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
の
縦
覧・閲
覧

　小中学校に就学するお子さんが安心して学校生活を送ること
ができるよう、経済的にお困りのご家庭に対して、学用品費や学
校給食費などの一部を援助する制度です。

■申請期間／４月１4日㈪～２1日㈪
■�支給対象者／市内在住で、小中学校に就学するお子さんの保
護者（所得要件などあり）

■�申請方法／申請書に必要書類を添えて、教育総務課または学
校（市立小中学校に通学の場合のみ）に提出してください。

■�申請用紙配布
　 • �市立小中学校に通学の場合：４月上旬に学校から配布
　 • �市立小中学校以外に通学の場合：4月1日以降
に①教育総務課の窓口での配布②市ホーム
ページからダウンロード

■問い合わせ先／教育委員会教育総務課

申請受け付けが始まります就学援助制度就学援助制度

広報あかいわ（令和7年4月号） 8



　
協
会
け
ん
ぽ
は
、中
小
企
業
な

ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族

の
皆
さ
ん
が
加
入
す
る
健
康
保

険
で
す
。

　
令
和
７
年
３
月
分（
４
月
納
付

分
）
か
ら
の
健
康
保
険
料
率
は
、

10
・
02
％
が
10
・
17
％
に
、
介
護

保
険
料
率
は
、
１
・
60
％
が
１
・

59
％
に
変
更
と
な
り
ま
す
。（
任

意
継
続
被
保
険
者
は
令
和
７
年

４
月
分
保
険
料
か
ら
変
更
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・ 

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　
☎
０
８
６（
８
０
３
）５
７
８
１

　

離
職
や
就
職
を
し
た
と
き
に

は
国
民
健
康
保
険
の
届
出
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
て

い
る
人
も
届
出
が
必
要
で
す
。

■ 

離
職
し
た
と
き

　

職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
が

な
く
な
っ
た
と
き
は
、
次
の
①

か
ら
③
の
ど
れ
か
を
選
び
ま
す
。

① 

今
ま
で
の
健
康
保
険
を
任
意

継
続
す
る

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、7ページの電話番号一覧をご覧ください。

② 

家
族
の
健
康
保
険
の
被
扶
養

者
に
な
る

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

※ 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

場
合
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
に
は
、
職
場
の
健
康
保

険
を
や
め
た
証
明
書
、
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
が

必
要
で
す
。
加
入
す
る
人
に

よ
り
、
必
要
な
書
類
が
違
い

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ 
就
職
し
た
と
き

　

就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
と
き
や
そ
の
被
扶

養
者
に
な
っ
た
と
き
は
、
国
民

健
康
保
険
を
や
め
る
届
出
が
必

要
で
す
。

※ 

届
出
に
は
、
職
場
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
こ
と
の
分
か

る
証
明
書
（
資
格
確
認
書
な

ど
）、
本
人
確
認
書
類
、
国
保

の
保
険
証
な
ど
が
必
要
で
す
。

※ 

職
場
の
健
康
保
険
の
加
入
日
以

降
に
赤
磐
市
国
保
で
医
療
機
関

な
ど
を
受
診
し
た
場
合
は
、
国

保
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
国

保
年
金
班
、
各
支
所
市
民
生

活
課
市
民
生
活
班

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
る
人
は
、
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
各
種
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。
３
月
、

４
月
は
、
特
に
窓
口
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
証
明
書
を
取

得
す
る
と
き
は
、
ぜ
ひ
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

■ 

取
得
で
き
る
証
明
書
／
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
、
所
得
課
税
証
明
書
、
戸

籍
（
謄
本
、
抄
本
）、
戸
籍
の

附
票

■ 

利
用
で
き
る
店
舗
／
全
国
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

■ 
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
／
午
前

６
時
30
分
〜
午
後
11
時
（
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
時
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
）

■ 

必
要
な
も
の
／
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
４
桁
の
暗
証
番

号
が
必
要
で
す
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
市

民
サ
ー
ビ
ス
班

　
20
歳
以
上
の
人
は
、学
生
で
あ

っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
た
め
、本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、国
民
年
金
保
険
料

が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と

な
り
ま
す
の
で
、年
度
ご
と
に
申

請
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、学
生
納
付
特
例
が
承
認

さ
れ
た
期
間
は
、老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
収
入
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

は
、将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
額

で
き
る
「
追
納
制
度
」
の
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。学
生
納
付
特
例

を
利
用
せ
ず
に
保
険
料
を
未
納

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、不
慮
の

事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
時

な
ど
に
、障
害
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、納
付
が
難
し
い
場
合

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で

に
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
て
い
る
人
に
は
、
４
月
以

降
、日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ

形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。こ
れ
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
返
送
す
る
こ
と
で
、申
請
が
で

き
ま
す
。
な
お
、こ
の
ハ
ガ
キ
が

届
か
な
か
っ
た
人
や
在
学
す
る

学
校
を
変
更
し
た
人
な
ど
は
、通

常
ど
お
り
窓
口
で
の
申
請
が
必

要
で
す
。

■ 

申
請
に
必
要
な
物
／
学
生
証

の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
国

保
年
金
班
、各
支
所
市
民
生
活

課
市
民
生
活
班

　
10
代
、20
代
に
対
す
る
性
暴
力

の
手
口
は
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
、Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ

ス
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
起
因
す
る
性

被
害
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
痴
漢
な
ど
、
同
意
の
な
い

性
的
な
行
為
の
強
要
は
、い
か
な

る
理
由
・
関
係
性
で
あ
っ
て
も
全

て
性
暴
力
で
す
。社
会
全
体
で
性

暴
力
を
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

マ
イ
ナ
保
険
証
で
も
届
出
を
忘

れ
ず
に
！
国
保
の
加
入・脱
退

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
ご
案
内

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
～
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
も
っ
と
便
利
に
～

４
月
は
若
年
層
の
性
暴
力
被
害

予
防
月
間
で
す

４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
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情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

　
性
犯
罪
・
性
暴
力
で
お
悩
み
の

人
は
、そ
の
不
安
に
寄
り
添
い
な

が
ら
支
援
を
す
る
公
的
な
相
談

窓
口
が
あ
り
ま
す
。プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
、秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

性
犯
罪・性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー（
内
閣
府
）

　
♯
８
８
９
１〈
は
や
く
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
〉

　

 

最
寄
り
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話（
警
察
）

　
♯
８
１
０
３〈
ハ
ー
ト
さ
ん
〉

　

 

発
信
場
所
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
警
察
の
性
犯
罪
被
害
相

談
電
話
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
協
働
推
進
課

　

４
月
６
日
㈰
か
ら
15
日
㈫
ま

で
の
10
日
間
、「
令
和
７
年
春
の

交
通
安
全
県
民
運
動
」が
県
内
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。ま
た
４
月

10
日
㈭
は「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、皆

さ
ん
で
、交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
、交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

安
全
な
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

■ 

ス
ロ
ー
ガ
ン
／「
交
通
ル
ー
ル 

守
っ
て
笑
顔 

晴
れ
の
国
」

■ 

運
動
の
重
点
目
標

• 

子
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き

る
道
路
交
通
環
境
の
確
保
と

安
全
な
横
断
方
法
の
実
践

• 

歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と

「
思
い
や
り・ゆ
ず
り
合
い
」運

転
の
励
行

• 

自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

な
ど
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

• 
横
断
歩
行
者
優
先
の
徹
底

• 
運
転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
使
用
禁
止
の
徹
底

• 

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

• 

自
転
車
の
安
全
利
用
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
に
向
け
た
理
解

の
促
進

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
く
ら
し
安

全
課

　

市
か
ら
貸
与
し
て
い
る
防
災

行
政
無
線
戸
別
受
信
機
は
、乾
電

池
を
入
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
く

と
液
漏
れ
な
ど
に
よ
り
故
障
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。定

期
的
に
入
れ
替
え
る
な
ど
、適
正

な
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

故
障
な
ど
ご
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
く
ら
し
安

全
課

　
介
護
予
防
や
閉
じ
こ
も
り
予

防
な
ど
を
目
的
に
、地
域
で
高
齢

者
の
居
場
所
づ
く
り
を
継
続
的

に
実
施
す
る
住
民
団
体
や
法
人

な
ど
に
対
し
、必
要
な
経
費
を
基

準
額
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

例 

介
護
予
防
教
室
、
認
知
症
カ

フ
ェ
な
ど　

■ 

対
象
要
件

① 

週
１
回
な
ど
定
期
的
に
開
催

し
、毎
回
５
人
以
上
の
参
加
が

あ
る
。

② 

１
回
あ
た
り
２
時
間
以
上
の

開
催
で
あ
る
。

③ 

介
護
予
防
な
ど
の
内
容
を
取

り
入
れ
た
集
い
の
場
で
あ
る
。

■ 

補
助
金
額

例 

週
１
回
５
人
以
上
の
参
加
の

場
合
…
年
額
上
限
１
万
５
千

円
、週
１
回
10
人
以
上
の
参
加

の
場
合
…
年
額
上
限
３
万
円

■ 

申
込
期
限
／
令
和
８
年
２
月

27
日
㈮

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
介
護

保
険
課
地
域
支
援
班

成
年
後
見
制
度
と
は
？

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、精
神

障
が
い
な
ど
に
よ
り
、物
事
を
判

断
す
る
能
力
が
十
分
で
な
く
な

っ
て
も
、安
心
し
て
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、法
律
的
に
支

援
す
る
制
度
で
す
。

　
市
で
は
、成
年
後
見
制
度
に
つ

い
て
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。　

お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
例
に
該
当
す
る

場
合
、成
年
後
見
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
解
決
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

• 
契
約
手
続
き
が
一
人
で
で
き

あ
か
い
わ
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
促
進

（
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
）活
動

団
体
を
補
助
し
ま
す

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の

適
切
な
管
理
を

な
い
。

• 

悪
徳
商
法
の
被
害
を
受
け
て

い
る
。

• 

身
寄
り
が
な
く
、将
来
の
財
産

管
理
が
不
安　
な
ど

■
相
談
窓
口

• 

高
齢
者
…
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

• 

障
が
い
者
…
社
会
福
祉
課

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
介
護
保
険

課
地
域
支
援
班

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
４
月
２
日
は
、国
連
が
定
め
た

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」で
、全

世
界
の
人
々
に
自
閉
症
の
理
解

が
進
む
よ
う
に
取
り
組
み
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、４
月
２
日
か
ら
の
一
週

間
は
、「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」で

す
。
日
本
で
も
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
や
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
、自
閉
症
な
ど
発
達

障
害
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

が
進
む
よ
う
に
取
り
組
み
が
行

わ
れ
ま
す
。

令
和
７
年
春
の

交
通
安
全
県
民
運
動

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」と

「
発
達
障
害
啓
発
デ
ー
」
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発
達
障
害
と
は
？

　
発
達
障
害
に
は
、自
閉
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
、
限
局
性
学
習
症
、
注

意
欠
如
多
動
症
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
は
っ
き
り
と
し
た
原
因
は
、

ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、現

在
は
、脳
の
発
達
の
仕
方
の
違
い

に
よ
る
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
害
に
つ
い
て
知
る
こ
と
、理

解
を
し
て
い
く
こ
と
は
、発
達
障

害
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、誰
も

が
自
分
ら
し
く
、幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
福
祉
課

　

福
祉
各
種
制
度
の
対
象
者
な

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

①
児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定

と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

■ 

対
象
／
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
り
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
児
童（
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
人
ま
た
は
20

歳
未
満
の
障
害
の
あ
る
人
）を

監
護
養
育
し
て
い
る
母
、父
ま

た
は
養
育
者

⑴
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

⑵
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

⑶ 

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

に
あ
る
児
童

⑷ 

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出

産
し
た
児
童

⑸ 

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら

の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

児
童　
な
ど

　
た
だ
し
、児
童
が
児
童
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
な
ど

手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
母
、
父
ま
た

は
養
育
者
お
よ
び
同
居
し
て
い

る
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
る

一
定
の
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■ 

支
給
額（
月
額
）

〈
児
童
１
人
の
場
合
〉

•
全
部
支
給
…
４
万
６
６
９
０
円

• 

一
部
支
給
…
４
万
６
６
８
０
円

〜
１
万
１
０
１
０
円

〈
児
童
２
人
目
以
降
の
加
算
額
〉

•
全
部
支
給
…
１
万
１
０
３
０
円

• 

一
部
支
給
…
１
万
１
０
２
０
円

〜
５
５
２
０
円

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
20
歳
未
満
の
、
身
体
、
知
的
お

よ
び
精
神
に
障
害
が
あ
る
児
童

を
家
庭
で
監
護
し
て
い
る
父
母

な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、手
当
の
支
給
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

⑴ 

児
童
が
児
童
入
所
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
と
き

⑵ 

児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る

年
金
を
受
け
て
い
る
と
き

⑶ 

児
童
を
監
護
し
て
い
る
人
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
と
き

■ 
支
給
額（
月
額
）

〈
対
象
児
１
人
に
つ
き
〉

• 
１
級
（
重
度
）
…
５
万
６
８
０
０
円

•
２
級
（
中
度
）
…
３
万
７
８
３
０
円

③
特
別
障
害
者
手
当
等

■ 

対
象
／
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
要
す
る

重
度
の
障
害
者
（
20
歳
以
上
）、

障
害
児
（
20
歳
未
満
）
に
支
給

さ
れ
ま
す
。支
給
要
件
や
認
定

さ
れ
る
障
害
に
は
規
定
が
あ

り
ま
す
。

■ 

支
給
額（
月
額
）

• 

特
別
障
害
者
手
当
…
２
万
９

５
９
０
円

• 

障
害
児
福
祉
手
当
…
１
万
６

１
０
０
円

④
赤
磐
市
障
害
年
金

■ 

対
象
／
１
級
か
ら
３
級
ま
で

の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
、

療
育
手
帳
所
持
者
で
、市
内
に

１
年
以
上
住
所
が
あ
り
居
住

し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、公
的

年
金
等
受
給
者（
支
給
停
止
中

の
人
も
含
む
）と
施
設
入
所
者

は
除
き
ま
す
。

※ 

公
的
年
金
等
と
は
…
各
種
公

的
年
金（
障
害
に
起
因
す
る
も

の
を
含
む
）、
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障

害
者
手
当
、障
害
児
福
祉
手
当

お
よ
び
赤
磐
市
特
定
疾
患
援

護
費
で
す
。

■ 

支
給
額（
年
額
）／
４
万
２
千
円

⑤
赤
磐
市
特
定
疾
患
援
護
費

■ 

対
象
／
市
内
に
１
年
以
上
住
所

が
あ
り
、
か
つ
居
住
し
て
い
る

市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

⑴ 

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受

給
者
証
か
小
児
慢
性
特
定
疾

病
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

⑵ 
人
工
透
析
治
療
を
受
け
て
い

る
腎
不
全
患
者

■ 

支
給
額（
年
額
）／
４
万
２
千
円

⑥
遺
児
激
励
金

　
保
護
者
と
死
別
し
た
児
童
が
、

小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
す
る
と

き
や
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
き
、

ま
た
、
小
学
校
・
中
学
校
在
学
中

の
児
童
が
保
護
者
と
死
別
し
た

と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
保
護

世
帯
ま
た
は
保
護
世
帯
に
準
ず

る
世
帯
に
属
し
て
い
る
と
き
に

限
り
ま
す
。

■ 

支
給
額
／
各
１
万
円

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
子
育
て
支
援
課
…
①
⑥

•
社
会
福
祉
課
…
②
〜
⑤

• 

各
支
所
市
民
生
活
課
健
康
福

祉
班
…
①
〜
⑥

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
以
下
、「
手
帳
」）
を
お
持
ち
の

人
は
、旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
割

引
が
追
加
さ
れ
ま
す
。令
和
６
年

７
月
２
日
以
前
に
手
帳
を
交
付

さ
れ
た
人
は
、「
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
等
旅
客
運
賃
減
額
」の
記
載

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、社
会
福
祉

福
祉
各
種
制
度
の
ご
案
内

４
月
１
日
か
ら
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
に
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

の
割
引
が
追
加
さ
れ
ま
す

広報あかいわ（令和7年4月号）11



　
新
年
度
に
な
り
ま
す
ね
。春
に
関

す
る
手
話
を
紹
介
し
ま
す
。

手
話
で
つ
な
が
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪

（
一
財
）全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
発
行

「
わ
た
し
た
ち
の
手
話 

学
習
辞
典
Ⅰ
」

㉄
社
会
福
祉
課

両手掌を上に向けて腹
からあおるように上げ
る動作を繰り返す。

「春」「花見」

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

課
、各
支
所
市
民
生
活
課
健
康
福

祉
班
の
窓
口
で
ス
タ
ン
プ
を
押

印
し
ま
す
。

■ 
割
引
要
件

① 
手
帳
に
顔
写
真
の
添
付
が
あ

る
こ
と

② 

手
帳
に「
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

等
旅
客
運
賃
減
額
」の
記
載
が

あ
る
こ
と（
令
和
６
年
７
月
２

日
以
降
の
発
行
分
は
す
で
に

手
帳
へ
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

※ 

①
②
両
方
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
福
祉
課

　
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
申
し

込
み
を
４
月
１
日
㈫
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

補
助
対
象
者
／
住
居
を
目
的

と
し
た
建
物
、ま
た
は
延
べ
床

面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
住

居
と
し
て
使
用
す
る
建
物
に

浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
人　
　

■ 

補
助
対
象
地
域

① 

公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域

と
農
業
集
落
排
水
事
業
計
画

区
域
な
ど
を
除
く
地
域

② 

公
共
下
水
道
事
業
区
域
内
の

一
部
地
域　

■ 

補
助
条
件
／
令
和
８
年
３
月

10
日
㈫
ま
で
に
実
績
報
告
が

可
能
な
人

※ 

基
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、定

員
に
達
し
次
第
、受
け
付
け
を

締
め
切
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
上
下

水
道
課
下
水
道
班

　

過
ご
し
や
す
い
春
が
や
っ
て

き
ま
す
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て

は
、雑
草
に
と
っ
て
も
快
適
な
気

候
の
た
め
、急
激
に
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
大
き
く
成
長
し
、繁
茂

す
る
と
、次
の
よ
う
な
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

• 

雑
草
が
繁
茂
し
た
り
樹
木
が

自
生
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ

り
、地
域
の
景
観
を
悪
く
す
る

• 

雑
草
な
ど
が
道
路
や
近
隣
の

住
宅
ま
で
は
み
だ
し
、通
行
を

妨
げ
た
り
、近
隣
の
住
宅
に
損

害
を
与
え
た
り
す
る

• 

蚊
や
ハ
チ
な
ど
の
害
虫
が
発

生
す
る
、野
生
動
物
が
住
み
着

く
、悪
臭
が
発
生
す
る
な
ど
衛

生
面
の
悪
化
を
招
く

• 

景
観
の
悪
化
は
ご
み
の
不
法
投

棄
を
促
し
、
乾
燥
す
る
季
節
な

ど
は
火
災
リ
ス
ク
も
高
ま
る

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
引
き
起

こ
さ
な
い
た
め
に
も
、大
き
く
成

長
す
る
前
に
、所
有
者
が
適
正
な

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。自
身
で

管
理
で
き
な
い
場
合
は
、事
業
者

な
ど
に
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
環
境
課

　
４
月
か
ら「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
」
と

「
製
品
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
を
一

括
で
回
収
し

ま
す
。

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
」
の
回

収
は
、今
ま
で
の
資
源
化
物
回
収

の
日
時
、
場
所
、
排
出
方
法
で
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
同
様
、ス
タ
ン
ド

に
セ
ッ
ト
し
て
い
る
袋
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
か
ら
資
源
に
し
て
い
け

る
よ
う
、適
正
な
分
別
を
お
願
い

し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
た
は
広
報
あ
か
い
わ
４
月

号
と
同
時
に
配
布
し
て
い
る

「
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気
で
は
、お

子
さ
ん
連
れ
の
利
用
者
も
安
心

し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、お

む
つ
交
換
台
・
授
乳
用
ソ
フ
ァ
ー

を
備
え
た
「
赤
ち
ゃ
ん
ル
ー
ム
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
お
仕
事
の
相
談
な
ど
が
、よ
り

ゆ
っ
た
り
と
利
用
で
き
ま
す
。落

ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、お
子
さ
ん

も
安
心
で
す
。お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

• 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気

　
☎
０
８
６
９（
９
３
）１
１
９
１

春
が
や
っ
て
き
ま
す

雑
草
な
ど
の
対
策
を

浄
化
槽
設
置
補
助
金

４
月
か
ら「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
」

の
回
収
が
始
ま
り
ま
す
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気
内
に「
赤
ち
ゃ
ん

ル
ー
ム
」を
設
置
し
ま
し
た

①両手掌を上下にたたき合わせながら回転し、②たたき合わせ
ながら上下の手の位置を入れ替え、③右手２指の輪を目から前
へ出す。（①と②で桜、③は見るという手話です）

② ①③
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、7ページの電話番号一覧をご覧ください。

介護保険料特別徴収（年金天引き）の皆さんへ

㉄介護保険課介護保険班

　令和7年度介護保険料額は、６月にならなければ所得や市民税が確定しないため、それまで決定することがで
きません。そこで、介護保険法第１４０条に基づき前期（令和7年４月・６月・８月）を仮徴収期間とし、仮徴収期間は
令和7年２月分と同じ金額を特別徴収（年金天引き）します。
　所得や市民税が確定した後、令和7年度介護保険料年額決定通知書（６月下旬頃送付予定）で、前期の金額と
ともに後期（令和7年１０月・１２月・令和8年２月）をあわせてお知らせします。

令和7年度介護保険料

令和7年2月に
特別徴収した額
（令和6年度保険料）

7年4月 7年6月 7年8月 7年10月 7年12月 8年2月

←   前　　期   → ←   後　　期   →
仮徴収期間 所得･市民税確定後に決定した介護保険

料額から、4･6･8月の仮徴収額を差引
きし、残りの額を３回に分けて徴収（決
定通知書は６月下旬頃送付予定）
※�６月に介護保険料が確定し、前期と後期で
差が大きい場合は、８月分に特別徴収する
金額を増減して調整させていただくことも
あります。

４・６・８月は令和7年２月と同額を仮徴収

　令和7年４月・６月で新たに特別徴収（年金天引き）となる人については、１回分の仮徴収金額が前年度（令和6
年度）の介護保険料額の６分の１の額となります。該当者には別途お知らせします。

令和7年度 介護保険料の仮徴収について

＜介護保険料の算定＞

＜新たに特別徴収される人＞

　令和7年度から帯状疱疹が予防接種法上のＢ類疾病と位置づけられ、重症化予防を目的とした定
期接種が始まります。市による接種券の送付は行いませんので、ご自分の年齢を確認し、ワクチンの
効果と副反応のリスクについて理解した上で接種してください。

〈対象者〉
　①右表に該当する人
　②�60～64歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障害があり日常生

活がほとんど不可能な人
〈接種回数〉
　•�生ワクチンの場合は、皮下に1回接種
　　病気や治療によって、免疫が低下している人は接種できません。
　•�組換えワクチンの場合は、通常、2カ月以上の間隔を置いて筋肉内に2回接種
〈接種医療機関〉
　�市内の予防接種協力医療機関および県内相互乗り入れ協力医療機関
〈持参品〉
　�マイナンバーカード、健康保険証または資格確認書など本人確認できるも

の。対象者②に該当する場合は、医師の診断書や身体障害者手帳など対象
であることが確認できるもの。

〈自己負担〉
　�•生ワクチン…あり　•組換えワクチン…あり
※生活保護世帯の人は無料で接種できますが、事前の申請が必要です。
※�自己負担額など、詳しくは市ホームページまたは広報あかいわ６月号と同時に
配布する「けんこうガイド」をご確認ください。

■問い合わせ先／健康増進課

表：令和7年度 帯状疱疹ワクチン予防接種対象者
（現年齢ではなく、令和7年度に下記の年齢になる人）

年齢 生年月日

65歳 昭和35年4月2日〜
昭和36年4月1日

70歳 昭和30年4月2日〜
昭和31年4月1日

75歳 昭和25年4月2日〜
昭和26年4月1日

80歳 昭和20年4月2日〜
昭和21年4月1日

85歳 昭和15年4月2日〜
昭和16年4月1日

90歳 昭和10年4月2日〜
昭和11年4月1日

95歳 昭和5年4月2日〜
昭和6年4月1日

100歳以上 大正15年4月1日以前
令和7年度のみ全員

※�令和11年度までの5年間は経過措置として、65
歳を超える人は5歳年齢ごとに対象となります。

帯状疱疹ワクチンの定期接種が4月1日から始まります帯状疱疹ワクチンの定期接種が4月1日から始まります
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「
お
口
の
健
康
」か
ら
始
め
る

フ
レ
イ
ル
対
策

わ
た
し
と
あ
な
た
の
健
康
（
第
１
４
１
回
）
／ 

健
康
増
進
課

コ
ラ
ム

　

こ
ん
な
お
口
の
変
化
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

□
発
音
が
は
っ
き
り
し
な
い

□
食
べ
こ
ぼ
し
が
増
え
た

□
む
せ
る
こ
と
が
増
え
た

□
噛
み
づ
ら
く
な
っ
た

　

口
の
機
能
の
衰
え
は
、
全
身
の
衰

弱
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
誤
嚥
性
肺

炎
や
認
知
症
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の

病
気
を
招
き
ま
す
。
毎
食
後
の
歯
磨

き
や
義
歯
の
手
入
れ
を
丁
寧
に
行
い
、

３
カ
月
～
半
年
に
１
度
は
歯
科
医
院

で
口
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
口
腔
体
操
を
行
い
、
口
腔
機

能
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

●�

パ
タ
カ
ラ
体
操
（
口
腔
体
操
:
唇

と
舌
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

「
パ
」�

唇
を
破
裂
さ
せ
る
よ
う
に

「
タ
」�

舌
の
先
を
歯
切
れ
よ
く�

「
カ
」�

舌
の
奥
を
喉
に
押
し
付
け
る
よ
う
に

「
ラ
」�

舌
の
先
を
ク
ル
ク
ル
ま
わ
し
て

消
費
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
第
99
回
）
／ 

く
ら
し
安
全
課

「
分
電
盤
の
点
検
に
行
き
ま
す
」の

電
話
か
ら
始
ま
る
勧
誘
に
注
意

コ
ラ
ム

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
寄
せ
ら
れ
る
分
電
盤
の
点
検
商
法

に
関
す
る
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

分
電
盤
は
、
内
部
に
屋
内
配
線
の
安
全

確
保
な
ど
の
た
め
の
ブ
レ
ー
カ
ー
な

ど
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
玄

関
や
洗
面
所
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
分
電
盤
の
点
検
商
法
に
関
す
る

相
談
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
約
25
倍
と

な
っ
て
お
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

相
談
事
例

　

契
約
し
て
い
る
電
力
会
社
に
委
託
さ

れ
た
と
い
う
業
者
か
ら
「
分
電
盤
の
点

検
を
す
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
次
の

日
、
業
者
が
訪
問
し
て
き
て
、
点
検
後

に
「
分
電
盤
が
古
い
の
で
漏
電
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
危
険
な
の
で
交
換
し
た

方
が
い
い
」
と
言
わ
れ
た
。
漏
電
し
た

ら
困
る
と
思
い
、
約
23
万
円
で
契
約
し
、

数
日
後
に
工
事
予
定
で
あ
る
。
念
の
た

め
、
契
約
し
て
い
る
電
力
会
社
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
「
こ
の
業
者
は
当
社
と
は

関
係
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
委
託
と
い

う
の
は
う
そ
で
あ
り
、
不
審
な
の
で
解

約
し
た
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

◇�

電
話
な
ど
で
点
検
を
持
ち
か
け
る
業

者
に
は
安
易
に
点
検
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◇�

点
検
さ
せ
た
と
し
て
も
そ
の
場
で
は

契
約
せ
ず
、
十
分
に
比
較
・
検
討
し

ま
し
ょ
う
。

◇�

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
が
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇�

４
年
に
１
回
の
無
料
法
定
点
検
に
つ

い
て
日
頃
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◇��

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
赤
磐
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
５
５
）４
７
８
３

　
（
平
日
午
前
9
時
～
午
後
４
時
）

◦
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

　
（
土
日
祝
も
つ
な
が
り
ま
す
）

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

噛めない

やわらかい
ものを食べる

お口の機能の
低下

食欲の低下・
低栄養

広報あかいわ（令和7年4月号）14



Ｊ
Ｄ
Ｓ
Ｆ
第
６
回
全
日
本

ブ
レ
イ
キ
ン
選
手
権

・
桜
が
丘
中
学
校
２
年

　

竹
内
の
の
音
（
桜
が
丘
東
５
）

第
50
回
赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■�

開
催
日
／
１
月
26
日

■�

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■�

参
加
人
数
／
２
１
８
人

■�

結
果

﹇
男
子
Ａ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹈

・
優　

勝
…
藤
田
・
時
末

・
準
優
勝
…
河
本
・
井
上

﹇
女
子
Ａ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹈

・
優　

勝
…
小
野
・
吉
岡

・
準
優
勝
…
中
永
・
吉
田

﹇
男
子
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹈

・
優　

勝
…
森
石
・
程
口

・
準
優
勝
…
江
口
・
井
上

﹇
女
子
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹈

・
優　

勝
…
黒
瀬
・
小
山

・
準
優
勝
…
宮
野
千
・
宮
野
由

﹇
男
子
Ｃ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹈

・
優　

勝
…
花
口
・
宮
原

・
準
優
勝
…
石
木
幸
・
石
木
あ

﹇
女
子
Ｃ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹈

・
優　

勝
…
西
谷
・
古
谷

・
準
優
勝
…
友
廣
・
川
上

﹇
男
女
子
Ｄ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹈

・
優　

勝
…
下
山
・
延
原

・
準
優
勝
…
江
田
・
下
中

﹇
シ
ニ
ア
﹈

・
優　

勝
…
山
田
・
石
畑

・
準
優
勝
…
実
盛
・
石
原

﹇
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
﹈

・
優　

勝
…
小
林　

泰
知

・
準
優
勝
…
吉
本　

大
希

﹇
女
子
小
中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
﹈

・
優　

勝
…
東
西　

愛
禾

・
準
優
勝
…
西
田　

結
菜

﹇
男
子
小
中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
﹈

・
優　

勝
…
金
尾　

羽
琉

・
準
優
勝
…
瓶
井　

渉
夢

﹇
半
面
シ
ン
グ
ル
ス
﹈

・
優　

勝
…
横
山　

慶
成

・
準
優
勝
…
三
浦　

美
波

第
12
回
Ａ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
（
赤
磐
市

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
No.
１
決
定
戦
）

■�

開
催
日
／
男
子
…
２
月
１
日
、
女

子
…
２
月
２
日

■�

場
所
／
草
生
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■�

結
果

﹇
男
子
の
部
﹈

・
優　

勝
…
今
井
・
友
森
（
桜
が
丘
中
）

・
準
優
勝
…
本
荘
・
松
田
（
吉
井
中
）

﹇
女
子
の
部
﹈

・
優　

勝
…
大
井
・
数
藤
（
桜
が
丘
中
）

・
準
優
勝
…
岡
本
・
吉
延
（
桜
が
丘
中
）

市内で開催された大会の結果、イベントの参加者募集告知、
全国大会の出場者などをお知らせします。

詳細や不明な点などは左記までお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

スポーツ大会・イベントの情報教育委員会社会教育課
（東庁舎2階）

☎955-0738／FAX955-1163

※�

大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の
申
し
出
に
よ
り
掲

載
し
て
い
ま
す
。所
属
・
学
年
は
開
催
時
の
も
の

で
す
。〈
敬
称
略
〉

●スポーツ施設に関する情報
　スポーツ施設の利用案内お
よびスポーツ教室・講座の紹
介については、各施設のホー
ムページをご覧ください。

｜掲｜示｜板｜

山陽ふれあい公園
HP

吉井B&G海洋センター
HP

こちらの
QRコードから

アクセスしてね！

結
　
果

全
国
大
会
出
場

第
41
回
赤
磐
市
卓
球
大
会

■�

開
催
日
／
２
月
２
日

■�

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■�

参
加
人
数
／
１
０
０
人

■�

結
果

﹇
団
体
の
部
﹈

・ 

優　

勝
…
プ
ラ
タ
ナ
ス
Ａ
（
武
川
・

高
森
・
八
嶋
・
松
島
・
浮
田
）

・ 

準
優
勝
…
岡
山
白
陵
Ａ
（
渡
邊
・

横
山
・
山
本
・
鳥
井
）

﹇
個
人
Ａ
ク
ラ
ス
﹈

・ 

優　

勝
…
高
森　

大
史

・ 

準
優
勝
…
武
川　

哲
士

﹇
個
人
Ｂ
ク
ラ
ス
﹈

・ 

優　

勝
…
渡
邊　

慶
大

・ 

準
優
勝
…
鳥
井　

歩

﹇
個
人
Ｃ
ク
ラ
ス
﹈

・ 

優　

勝
…
原　
　

崇
翔

・ 

準
優
勝
…
黒
田　

悠
真

﹇
個
人
初
心
者
ク
ラ
ス
﹈

・ 

優　

勝
…
益
田　

心
瑚

・ 

準
優
勝
…
石
川　

莉
緒

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
内
に
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
取
り
組
む
組
織
と
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
協
会
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
あ

り
ま
す
。
活
動
の
詳
細
は
、
広
報
あ

か
い
わ
４
月
号
の
折
り
込
み
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

︿
ス
ポ
ー
ツ
協
会
﹀

　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
担

う
組
織
で
す
。
各
競
技
の
協
会
が
加

盟
し
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
各
種

大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

︿
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
﹀

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
青
少
年
の

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
を
育
て
る
組
織
で

す
。
小
学
生
を
中
心
に
活
動
し
て
お

り
、
練
習
や
団
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

お
知
ら
せ
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あかいわ健康・急病あかいわ健康・急病
相 談 ダ イ ヤ ル相 談 ダ イ ヤ ル

 　経験豊富な看護師・保健師などが健康
に関する相談に、24時間年中無休で、きめ
細かくアドバイスします。
　新型コロナウイルス感染症についての
一般的な相談も受け付けています。
※ プライバシーは厳守されるシステムになってい

ますので、安心してご相談ください。
※ 携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非通

知設定の電話、公衆電話からの相談は受けるこ
とができませんのでご注意ください。

●この電話健康相談に関する問い合わせ先
　健康増進課 ☎955-1117

０
（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

１２０-１
い い わ

１８-３
み よ う よ

８４

●4月の休日当番医 （窓口受付 9:00〜17:00）

6日㈰
森クリニック ☎954-4747

聖眼科クリニック ☎086-952-9977

13日㈰
あかいわファミリークリニック ☎955-9251

赤磐皮膚科形成外科 ☎956-4112

20日㈰
佐伯北診療所 ☎954-2032

産婦人科・内科 片山医院 ☎086-239-7808

27日㈰
熊山診療所 ☎995-1251

こしむね瀬戸クリニック ☎086-952-5330

29日㈫
うえの内科小児科医院 ☎956-0505

石原医院 ☎086-952-0162
※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については3月 1日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。
<問い合わせ先> 健康増進課 ☎955-1117

やめようよ 関係ないふり 見ないふり

きづいてね おうだんほどうの わたしのて

今 月 の 標 語
人権啓発

交　通

●赤磐市の人口 （2025年3月1日現在）

人　口 42,401 人 （ －32 ）
男　性 20,355 人 （ －14 ）
女　性 22,046 人 （ －18 ）
世帯数 18,831 世帯 （ － 5 ）

　※（　）は2月1日との差

●2025年2月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は2025年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 1
（2）

0
（0）

0
（0）

2
（3）

3
（5）

8
（15）

73
（170）

23
（48）

17
（39）

121
（272）

東出
張所

0
（1）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（1）

1
（3）

42
（97）

6
（21）

1
（9）

50
（130）

北出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（0）

2
（2）

2
（2）

1
（2）

24
（52）

4
（7）

1
（2）

30
（63）

計 1
（3）

0
（0）

0
（0）

4
（5）

5
（8）

10
（20）

139
（319）

33
（76）

19
（50）

201
（465）

●今月の相談 （相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　奥田 哲也 ・ 三好 英宏

4月18日㈮
午後1時～4時

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

協働推進課
☎955-1114

巡回無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　中井　陽

4月16日㈬
午前10時～午後3時

赤坂健康管理センター
1階相談室

赤坂支所市民生活課
☎957-2226

なやみごと（人権）
　相談員…人権擁護委員

行政
　相談員…行政相談委員

4月4日㈮
午前10時～正午

熊山保健福祉総合センター
ほほえみ ２階会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

4月8日㈫
午前10時～正午

赤坂健康管理センター
１階相談室

赤坂支所市民生活課
☎957-2226

4月9日㈬
午後1時～3時

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

協働推進課
☎955-1114

●2025年1月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉 （赤磐警察署調べ）
総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数

2025年1月中 62 4 0 1 4 58 
2024年1月中 62 7 0 1 7 55 
増 減 0 -3 0 0 -3 3 
2025年1月末 62 4 0 1 4 58 
2024年1月末 62 7 0 1 7 55 
増 減 0 -3 0 0 -3 3 

●4月の税などを期限内に納めましょう

今月はありません。

LIFECALENDAR
ライフ・カレンダー
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4月 健 診・定 期 救 急 講 習 各施設の休館日／交通啓発日

1 火

2 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

3 木

4 金

5 土 ㊡桜が丘出張所

6 日

7 月 ㊡山陽郷土資料館

8 火

9 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

10 木 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 金 ★犯罪ゼロの日

12 土 ㊡桜が丘出張所

13 日

14 月 ㊡山陽郷土資料館

15 火

16 水 ⃝2歳6か月児歯科健診
　（会場：熊山保健福祉総合センター ほほえみ／受付12：30～12：50） ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

17 木

18 金 ⃝育児相談〈要予約〉（会場：西山公民館／受付9：40～10：00）

19 土 ㊡桜が丘出張所

20 日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

21 月 ㊡山陽郷土資料館

22 火 ⃝1歳6か月児健康診査
　（会場：桜が丘いきいき交流センター／受付12：30～12：50）

23 水 ⃝乳児健康診査
　（会場：熊山保健福祉総合センター ほほえみ／受付12：40～13:00） ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

24 木 ⃝3歳児健康診査
　（会場：桜が丘いきいき交流センター／受付12：30～12：50）

25 金 ★交通安全日

26 土 ㊡桜が丘出張所

27 日 ⃝定期救急講習（消防本部 会議室／9:00～12:00） 

28 月 ㊡山陽郷土資料館

29 火 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

30 水 ★交通事故・交通違反ゼロの日
㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

�★�山陽保健センターの庁舎改修に伴い、乳幼児
および育児相談会場などが変更になります。
対象者はご注意ください。令和7
年度の健診日程・対象などにつ
いては、市ホームページからご
確認ください。

★�育児相談の予約＆健診日の変更はアプリ「あかいわ子育てナビ」の「赤磐市
子育て予約サポート」からできます。ご活用ください！

iOS版 Android版市HP

LIFECALENDAR
ライフ・カレンダー
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公 民 館 講 座 のご案 内

●講座の受け付けは、各館とも午前9時からです。（電話での申し込み可）
●各館の休館日は水曜日です。（西山公民館は火曜日、赤坂・笹岡公民館は木曜日です）
●詳しくは各館にお問い合わせください。　●材料費の必要な講座は、参加費に含んでいます。

場　　所 講　座　名 内　　容

中央公民館
上市108-1
☎955-0069

あかいわふるさと探検隊
1回目「野草を食べよう」
◇講師…橋本智明さん（県自然保護推進員）

■�日時／５月１１日㈰ 午前９時３０分～正午（全７回 ： ８月休
講、１２月まで、時間は各回で違います）

■�対象／幼児～一般（小学３年生以下は、保護者同伴）
■�定員／２０人（保護者含む）　■�参加費／７００円（全回分）
■�申込開始日／４月７日㈪

高月公民館
穂崎848-1
☎086-229-9777

リコーダースプリングコンサート　
ミニコンサート＆体験会
◇出演…山陽リコーダーアンサンブル

■�日時／４月６日㈰ 午後１時３０分～３時
■�対象／小学生〜一般

健康教室～ピラティス体験①～
◇�講師…宮村知子さん（ピラティスインスト

ラクター）

■�日時／４月２９日（火・祝） 午前１０時～１１時
■�対象／一般　■�定員／２０人
■�申込開始日／３月２７日㈭

赤坂公民館
町苅田507
☎957-2211

たんぽぽの会
◇講師…大坂叔司子さん、大森哉絵さん

■�日時／毎月第2・4水曜日  午前１０時～１１時
■�対象／1歳以上 未就児親子　■�参加費／1回１００円
■�内容／�リトミック、季節にちなんだ制作など

太鼓打ち教室
◇講師…谷井寿行さん、谷井恵子さん

■�日時／毎週土曜日  午後5時３０分～7時
■�対象／小学生　■�参加費／毎月３００円

熊山公民館
松木623
☎995-1360

ノルディックウォーク教室
（小瀬木～熊山駅周辺）
◇講師…岡山県ノルディックウォーク連盟公認指導員

■�日時／４月９日㈬ 午前１０時～正午
■�集合場所／熊山公民館 駐車場　■�対象／一般
■��参加費／３００円〈ポールのレンタル代〉（※ポール持参の

人は無料）　

スマホ教室「ステップ１・基礎編」
◇講師…スマホアドバイザー

■�日時／４月１５日㈫ 午前１０時３０分～正午　　　　　　　
■�場所／くまやまふれあいセンター １階会議室
■�対象／一般

ドキドキ講座「自然観察会」
（熊山山頂周辺の新緑の動植物）
◇講師…山田勝さん（県自然保護推進員）

■日時／４月１９日㈯ 午前９時～１１時
■集合場所／熊山山頂 駐車場
■対象／幼児・小学生～一般

わんぱくアドベンチャー
（石蓮寺で野菜の天ぷら作り）
◇講師…橋本智明さん（県自然保護推進員）

■�日時／４月２０日㈰ 午前１０時～正午
■�集合場所／石蓮寺みんなの森公園 頂上駐車場　
■�対象／幼児・小学生～一般

元気モリモリ講座「初心者ヨガ」
◇講師…井上初美さん（ヨガティーチャー）

■�日時／４月２２日㈫ 午前１０時～１１時３０分
■�場所／くまやまふれあいセンター 多目的ホール
■�対象／原則６０歳以上

吉井公民館
周匝136-1
☎954-1379

百人一首講座
◇�講師…北川久美子さん（和気閑谷高校、備

前緑陽高校非常勤講師）

■�日時／�４月１９日㈯ 午後２時～４時
■��場所／ライフプラザ吉井 ２階視聴覚室（※かるたとりは

吉井郷土資料館で行います）
■�対象／小学生以上　■�定員／２０人
■��参加費／無料　■�申し込み／受付中

スマホ教室
「セキュリティ＆グーグルレンズ」
◇講師…スマホアドバイザー

■��日時／４月２３日㈬ ①午前１０時３０分～正午 ②午後２時～
３時３０分（※①②の内容同じ）　
■��場所／ライフプラザ吉井 ２階視聴覚室 　■�対象／一般
■�定員／各１０人　■�申し込み／受付中

～お知らせ～
　令和６年度まで各戸に配布していた「公民館グループ」冊子は、令和７年度以降、各公民館で配布します。
　準備が出来次第、各公民館に用意しておきますので、必要な人はお持ち帰りください。
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図 書 館 通 信
L I B R A R Y  N E W S
市立図書館の利用案内・開催イベント紹介

＜開館時間＞
·中央図書館…午前10時～午後6時（木曜日は午後7時まで）
·赤坂・熊山・吉井図書館…午前10時～午後6時

＜問い合わせ先＞
·中央図書館………☎955-0076
·赤坂図書館………☎957-2212
·熊山図書館………☎995-1273
·吉井図書館………☎954-9200

＜4月の休館日＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

※青色のマスが休館日です。

中央図書館 
Facebook

赤磐市図書館 
Instagram

各 図 書 館 利 用 案 内

きらり☆しあたー映画上映会（大人版）
『ロスト・キング』（108分）

　フィリッパ・ラングレーは、シェ
イクスピアの「リチャード三世」
を観劇したことで人生が一変す
る。彼女は悪名高き王の真の姿
を探し求め、歴史研究に没頭し
ていき…。ひとりの主婦の情熱
が歴史を覆した驚きの実話を映画化。
■日時／4月19日㈯ 午後２時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■定員／5０人（先着順）　■参加費／無料
◇�4月1日㈫午前10時から、中央図書館で受け付け
開始（電話可）

Pick Up
要申込

リサイクルブックフェア
～中央・赤坂・熊山・吉井図書館～

　図書館で不用になった雑誌や書籍を差し上げま
す。各館で内容が異なりますので、詳しくは各図書
館でお尋ねください。
■期間／４月4日㈮～6日㈰
※�中央図書館のみ、ご家庭で不用になった本をお
持ちいただくこともできます。持ち込みはリサ
イクルＢＯＯＫフェア開催期間中に限らせていた
だきます。

※中央図書館会場は多目的ホールです。

Pick Up

こどもの読書週間おはなしかい

　こどもの読書週間にちなみ、スペシャル版おは
なしかいを開催します！絵本の読み聞かせや工作
など、小さなお子さんから大人まで楽しめる盛りだ
くさんの内容でお届けします。どうぞお楽しみに！
■日時／４月26日㈯ 午前１０時３０分～１１時３０分
■場所／中央図書館 多目的ホール
■対象／乳幼児～一般
■出演／「絵本読み聞かせの会 ぐりとぐら」の皆さん
■定員／４０人（先着順）　■参加費／無料
◇��3月25日㈫午前１０時から、中央図書館で受け付
け開始（電話可）

Pick Up
要申込

皆さんの参加を
お待ちしています。

●中央図書館
絵本はともだち
　毎週水曜日  午前10時30分～11時
おはなしかい
　6日㈰・13日㈰  午前11時～11時30分
民話の寺小屋
　20日㈰  午前11時～11時30分

●赤坂図書館
ブックんのおはなしかい
　5日㈯  午前11時～11時30分
ちいさなおはなしかい
　9日㈬  午前11時～11時20分

●熊山図書館
なかよしタイム
　3日㈭  午前10時～正午
おはなしのおへや
　19日㈯  午前11時～11時30分

●吉井図書館
おはなしかい
　6日㈰  午後2時〜4時
えほんのじかん
　8日㈫  午前10時〜正午

Event CalendarEvent Calendar 4月
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休日当番医
❶「基本メニュー」の
　「子育て・健康」をタップ

赤磐市LINE公式アカウント
LINEでこんなことできるよ！
機能紹介②「休日当番医・防災無線」

友だち追加は
こちらから

●問い合わせ先／秘書広報課�☎955-4770

❷�「子育て・健康」のメニューが表示
されるので、「休日当番医」をタップ

防災無線
❶「基本メニュー」横にある
　灰色の「防災」をタップ

❷「防災」メニューが表示されるので、
　「防災無線・消防出動」をタップ

❸「防災無線」タップ
➍�「文字で放送内容を確認する」をタップ
すると市ホームページを表示します。
　�「電話で放送内容を確認する」をタップ
すると電話番号が表示されます。

2つボタンを
押すだけで見られる

から便利だよ！

今回は、市公式LINEアカウントで確認できる情報をご紹介します。
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令和6年度交通安全標語優秀作品の表彰
　赤磐市交通安全対策協議会では、交通安全について考える機会を作るため、交通安
全啓発事業の一環として、交通安全標語を募集しました。その応募総数1,054点

（幼児の部74点、小学校低学年の部337点、小学校高学年の部534点。中学校の
部67点、一般の部42点）の中から、次の15点が優秀作品に選ばれました。今後
はこの標語を活用し、交通安全を呼びかけていきます。

山 ー ル 通岡 シ ガ ズ 信
　バレーボールＳＶリーグで活躍する岡山シーガルズの選手や
スタッフと直接交流してみませんか。

■交流実施期間／令和7年6月から令和8年3月末までに実施
■対象／市内で活動する市内在住者、在勤者で構成された団体
　　　　※バレーボール競技団体に限りません。
■内容／選手とバレーボールをしながらの交流または体力に応じた
　　　　活動内容で交流
■応募期間／4月15日㈫〜5月31日㈯
■応募方法／電子申請または社会教育課へご連絡ください。

岡山シーガルズの選手と
交流しよう！

㉄教育委員会社会教育課 ☎955-0738

●問い合わせ先／くらし安全課�☎955-2650

たくさんのご参加を
お待ちしています！

●幼児の部
赤  磐  市  長  賞 止まってくれた　車の人に　ありがとう 山陽西幼稚園 年長 末友　花奈
赤磐市議会議長賞 チャイルドシート　今だけ座れる　特別席 ひかり幼稚園 年中 森　　結太
赤磐警察署長賞 気づいてね　空にのびてる　小さな手 山陽西幼稚園 年中 日野　咲美

●小学校低学年の部
赤  磐  市  長  賞 しんごうは　あおでもきけん　きをつけよ 山陽北小学校 ３年 上田　凛花
赤磐市議会議長賞 さゆうみて　あぶなくないか　かくにんを 豊 田 小 学 校 １年 松村　陽葵
赤磐警察署長賞 のるならかぶろう　ヘルメット　自分をまもる　だいいっぽ 豊 田 小 学 校 2年 松田　堂利

●小学校高学年の部
赤  磐  市  長  賞 前を見て　何かに意識　そらしてない？ 山陽北小学校 ６年 渡辺　起綸
赤磐市議会議長賞 さぁかぶろう　命を守る　ヘルメット 石 相 小 学 校 ４年 小坂　美聡
赤磐警察署長賞 つけようね　いのちを守る　ヘルメット 山陽北小学校 ５年 時本　愛彩

●中学校の部
赤  磐  市  長  賞 よそ見する　その瞬間が　命取り 赤 坂 中 学 校 ３年 額田　恵臣
赤磐市議会議長賞 身につけた　夜光タスキにヘルメット　命を守る必需品 磐 梨 中 学 校 １年 結縁　一喜
赤磐警察署長賞 交差点　しっかり止まり　確認だ 高 陽 中 学 校 ３年 片山　遼一

●一般の部
赤  磐  市  長  賞 車間距離　心のゆとりと　同じ距離 日景美喜雄
赤磐市議会議長賞 慣れ油断　よそ見脇見が　起こす事故 藤原　悠美
赤磐警察署長賞 歩行者も　守ろうマナー　交通ルール 小野　有希
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　市に雨が降ると、雨水は旭川
水系そして吉井川水系のいずれかに流れ込んで、最終的
には海に到達します。旭川の支流は、鮎帰の地名がある
市北西部の新庄川と南西部の高倉神社から流れ出る地
蔵川の二つがあります。砂川は、旭川から分かれた百間
川に流れ込むため、国土交通省は砂川、百間川も旭川水
系と取り扱っています。
　雨水が旭川水系、吉井川水系のいずれに流れるかを
分ける山の連なりを「分

ぶんす い れ い

水嶺」と言います。この分水嶺
は市を南北に分断しています（図１）。分水嶺が市中央
部を縦貫しているのは、4つの町が合併したからです。

■ 分水嶺を南からたどってみましょう
　岡山市東区との境界をなす竜王山（252m）が山陽
自動車道のトンネルの上にあります。竜王山の北側に
降った雨は、砂川に流れます。そのすぐ北には、桜が丘
の人口密集地があります。桜が丘西１丁目、３～6丁目、
10丁目と桜が丘東１丁目、2丁目、４～６丁目との境は

なだらかですが、分水嶺を形成し、雨水が西に流れると砂川を通り旭川に、東に流れると可真川に入り小
野田川となって吉井川に流れ込みます。
　分水嶺は昔の旧山陽町と旧熊山町の境界でもありました。苅田越から北に石蓮寺の集落、佐伯峠へと伸
びる分水嶺は、旧赤坂町と旧熊山町の境界です。佐伯峠から大屋集落、加賀知田集落、堀切集落までの分
水嶺は旧赤坂町と現和気町との境界です。堀切からゴルフ場のクラブハウス、そして菊ケ峠に達します。菊
ケ峠からは、西に砂川上流部を、東に吉井川に流れ込む高田川をのぞむことができます。
　菊ケ峠から北では、東岡山変電所が分水嶺です。室御所、90度方向を変えて西向きに分水嶺は伸びて
中勢実に達します。再び方向を北向きに変えて、久米南町との境界が分水嶺となっています。吉井高原、金
毘羅山と連なり、金毘羅山で西に分水嶺は曲がります。雨水は西側へは誕生川を通って旭川に流入し、東
側へは滝山川を通って吉井川に流入します。
　

あかいわの大地の成り立ち
ジ オ コ ラ ム

㉑ 市の分水嶺

もっと知りたくなった人は、
地球史研究所の先生に聞いてみよう！
▶地球史研究所（周匝）☎956-3538
（※外出中で不在のときもあります）

市ホームページ
地質資源

特定非営利活動法人

地球年代学
ネットワーク

●問い合わせ先／政策推進課政策企画班 ☎︎９５５-２６９２

図１
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▶２月１６日に開催された「第25回吉井つちのこ駅伝
大会」。市内から集まった42チームが、一斉にスター
ト。沿道の家族や友人、地域の皆さんの声援を力に変
え、中継地点で待つ仲間にタスキをつなぐ姿が印象的
でした。（丸野）

今月の表紙・編集者のつぶやき今月の表紙・編集者のつぶやき

　平成26年度か
ら多面的機能支
払交付金事業に
取り組む穂崎地
域資源保全会が
中国四国農政局
長表彰で優秀賞を受賞しました。
　この賞は、コスモスの植栽による景観形成や重
機を使った水路の泥上げ、田んぼダムの取り組み
などが評価されたものです。

中国四国農政局長表彰
地域ぐるみの共同活動で受賞

　２月１６日、「みぢ
かなものをつかっ
てだんちをえがこ
う」と題し、座談会
を開催しました。
山陽公民館の敷地
内で見つけた材料で作った絵の具を使い、山陽団
地の形が印刷された模造紙に色を着けたり、動物
やお花を描いたりしました。

山陽団地に新しい灯りを灯そう座談会
団地を描いてみました

　２月６日、３校の
３・４年生が地域
のことを調べ、オ
ンラインで発表
する授業を行い
ました。山陽西小
学校は地域自慢で桃や古墳のこと、豊田小学校は
特産品や熊山英国庭園などをアピールするCMの
放送、仁美小学校は学区内にあるドイツの森と竜
天天文台について発表し、お互いに感想を伝え合
いました。

山陽西小学校・豊田小学校・仁美小学校で遠隔授業
地域のいいとこ発表したよ

TOWN
TOPICS

タ
ウ
ン

・
ト
ピ
ッ

ク ス

このコーナーでは、区・町内会からの記事と写真
を募集しています。6月号は4月15日㈫が記事の
締め切りです。

　１月２５日に１００歳を迎えられた寺見さんのお祝
いに市長が訪問しました。散歩や畑仕事、１００歳
体操に参加することが楽しみとなっていると話し
てくださいました。

寺見泉さん（勢力）
１００歳おめでとうございます
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市制20周年ロゴマークが
決定しました！

　市制20周年という節目の年を、市民の皆さんと心を一つにして祝うとともに、全国に
PRするための情報発信ツールとしてロゴマークのデザインを募集したところ、157件の
応募をいただきました。
　一次選考を通過した4作品による一般投票の結果、以下のデザインを最優秀賞として
決定しました。
　決定したロゴマークは、これから実施する各種記念事業などで活用していきます。
ロゴマークデザインに応募いただいた皆さん、一般投票に参加いただいた皆さんありが
とうございました。

山
や ま だ

田 侑
ゆ う こ

子さん（鴨前）

　4つの町が1つになり20年。「2」は
市の豊かな自然、山と川をイメージし、
「0」は4つの町が重なり合って花が咲
いたようにデザインにしました。
　20の周りには特産品である桃・マス
カット・ピオーネを配置。これからの市
が花咲く未来を進んでいくよう、市の花
「桃と桜」を市民に例えて（大：大人、
小：子ども）デザインしました。

制作者

ロゴマークへの思い

●問い合わせ先／政策推進課政策企画班 ☎︎９５５-２６９２
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